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私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
穏
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

髙
橋
悦
子
会
長
を
は
じ
め
、

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

社
会
奉
仕
活
動
や
健
康
づ
く

り
、
友
愛
訪
問
な
ど
地
域
貢
献

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

昨
年
も
多
く
の
高
齢
者
の

方
々
と
お
会
い
す
る
た
び
、
年

齢
を
重
ね
て
も
な
お
生
き
生
き

と
自
分
ら
し
く
過
ご
さ
れ
て
い

る
姿
に
、
大
き
な
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え

よ
う
と
す
る
中
、
北
九
州
市
が

こ
れ
か
ら
も
希
望
に
満
ち
た
未

来
を
創
造
し
て
い
く
た
め
に

は
、
皆
様
の
よ
う
に
、
夢
や
情

熱
を
も
っ
て
挑
戦
を
続
け
る
熱

意
と
行
動
力
が
何
よ
り
も
大
切

で
す
。

　

北
九
州
市
で
は
、
高
齢
者
施

策
の
総
合
計
画
「
北
九
州
市
し

あ
わ
せ
長
寿
プ
ラ
ン
」
に
お

い
て
、「
目
指
そ
う
活
力
あ
る

１
０
０
年
」
を
目
標
の
一
つ
に

掲
げ
、
健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
活
躍
は
、
ご

自
身
の
活
力
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
域
や
経
済
、
そ
し
て
市
民
全

体
の
幸
福
へ
と
つ
な
が
る
好
循

環
の
源
で
あ
り
、「
幸
福
長
寿

モ
デ
ル
都
市
」
の
実
現
に
向
け

た
原
動
力
で
す
。

　

北
九
州
市
は
、
こ
の
ま
ち
を

さ
ら
に
輝
か
せ
、
次
の
世
代
に

希
望
を
つ
な
ぐ
挑
戦
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。
北
九
州
市
だ
か

ら
こ
そ
実
感
で
き
る
“
長
寿
の

幸
せ
”
を
確
か
な
も
の
と
す
る

た
め
、
本
年
も
皆
様
と
と
も
に

力
強
く
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様

に
と
っ
て
健
や
か
で
笑
顔
あ
ふ

れ
る
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

北
九
州
市
長

北
九
州
市
長

武
内
　
和
久

武
内
　
和
久

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
「
の
ば
そ
う
！
健

康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く

り
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
友
愛
・

奉
仕
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
貢
献
な
ど
、
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
令
和
7
年
は
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
、

全
国
的
に
更
な
る
高
齢
者
社
会

を
迎
え
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

市
老
連
に
お
き
ま
し
て
も
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ペ
タ
ン

ク
、
年
長
者
の
祭
典
な
ど
の
主

催
・
共
催
事
業
を
実
施
す
る
ほ

か
、
様
々
な
行
事
や
研
修
な
ど

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
、
皆
様
の
お
か
げ
で
盛

会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
会
員
の
皆
様
が
集

い
、
声
を
掛
け
合
っ
て
、
楽
し

く
過
ご
せ
る
事
業
を
進
め
て
い

く
所
存
で
す
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら

し
、
共
に
支
え
合
う
「
地
域
共

生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
が
、
国
に
お
い
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
の
進
む

北
九
州
市
も
、
私
た
ち
が
活
躍

す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
も
っ
と

元
気
な
街
に
な
り
ま
す
。
今
後

も
、「
地
域
共
生
社
会
」
実
現

の
た
め
、
仲
間
を
増
や
し
、「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
活
動
を

さ
ら
に
広
め
、
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

北
九
州
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

北
九
州
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

��

会
長
　
髙
橋
　
悦
子

会
長
　
髙
橋
　
悦
子

新
年
ご
あ
い
さ
つ

新
年
ご
あ
い
さ
つ



私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

◆老人クラブ育成功労者

重岡　洋 氏重岡　洋 氏
（八幡西区）（八幡西区）

◆優良老人クラブ （敬称略）

区　名 単位クラブ名 所属校( 地 )区名 会長名

門　司
第一小東老人クラブ 小森江東 久家　 　豊
馬寄クラブ 西門司 河原 　善明

小倉北

産川長生会 到　津 吉田 　孝子
神岳第一清春会 寿　山 野田 　太一
下富野老人クラブ第二長寿会 富　野 永岡 　政子
西宮尾シニアサークル 南小倉 林 　　清統
いつまでもヤング 中　島 苅北 　憲佳
第 1 若葉会 泉　台 有田 　紘一
えなみ会 堺・天神島 江崎 　和子
東貴寿会 貴　船 森永 裕美子

小倉南

守恒台会 守　恒 髙橋 　幸市
寿壮年第四クラブ 曽　根 山口 　和夫
第三七福会 曽　根 下山 　良明
第三長生会 横　代 北村 貴美子
第二中里悠々会 曽根東 土井 　忠利
藤の和会 企救丘 高崎 　正司
徳力新町つばき会 徳　力 藤坂 　邦彦
母原延寿会 東　谷 飯尾 　敏美
沼老人クラブＣ　 沼 岩谷 　和子

若　松
西 25 区石峰会 藤ノ木 貞國 　治英
27 区鴨寿会第三 鴨生田 佐々木 晃子

八幡東
第 2 明生会 枝光１ 林 　　勝也
クール中尾 2 シニア第１クラブ 東高槻 村田 　勝司
第 1 年長者クラブ 枝光 3 中村 みどり

八幡西

里中五十鈴会第一 永犬丸 甲斐 　　貢
折尾日吉第一老人クラブ 折尾西 西坂 ハツヱ
光寿会 折　尾 桑原 　健治
むくの会 千　代 中村 　雅子
松寿会 則　松 船津 　安彦
真名会 木屋瀬 一坊寺 繁孝

戸　畑
一枝寿会第六クラブ 一　枝 江 　　輝明
福柳木福寿会第一クラブ 福柳木 藤井 とも子
牧山寿会第三クラブ 牧　山 原 　六月子

令和7年度　各表彰・活動賞受賞者の皆様

　今年度も、高齢者福祉の増進に尽力し、老人クラブ
の育成発展に功績のあった方々が表彰されました。受
賞おめでとうございます。� （敬称略）

第60回 年長者の祭典

◆老人クラブ育成功労表彰

　坂本　良枝� （小倉南）

　渡邉　清子� （若　松）

◆優良郡市区町村老人クラブ連合会

　富野校区老人クラブ連合会� （小倉北）
　長行校区老人クラブ連合会� （小倉南）

全国老人クラブ連合会会長表彰

全国老人クラブ連合会「活動賞」
新開老人クラブ� （門　司）
東 28 区花房会� （若　松）
丸山大谷第六長生会� （八幡東）
陣山あけぼのクラブ� （八幡西）
南沢見八千代会　第 2 クラブ� （戸　畑）

福岡県知事表彰
◆老人クラブ会長

　坂本　良枝� （小倉南）
　中嶋　睦夫� （若　松）
　渡邉　清子� （若　松）

◆優良老人クラブ

　北沢見友親会第四クラブ� （戸　畑）
　牧山東年長者の会第三クラブ� （戸　畑）



私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　今年度は、「健腸長寿～腸は健康の要～」をテーマに、北九
州ヤクルト販売株式会社を講師に迎え、高齢者の健康づくりに
ついて学びました。当日は、昨年度の参加者数と同じ 100 名
が参加、各校（地）区間で交流を深めました。
◎参加者の感想（抜粋）
◆�毎年、研修会に参加した後は、教わったことを地域の女性部

会員に伝えている
◆�研修会に参加されている方は皆さん元気で若々しく、老人ク

ラブの会員とは思えなかった
◆�人生 100 年時代。これからも、健康づくりに力を入れたい

令和 7 年度 女性リーダー研修会（友愛活動研修会併催）
◆ 10月7日（火）
◆ ウェルとばた多目的ホール

　研修では、市老連事務局から老人クラブの概要や、クラブ運
営のポイントなどを説明。その後、参加者がグループに分かれ、
情報交換を行いました。
◎情報交換会のテーマ「老人クラブの一番の魅力は？」の意見（抜粋）
◆�多くの人と会話をしたり、交流する機会が増えることで、脳

が活性化し、認知症になりにくくなる
◆�孤立・孤独の防止になる
◆��会員の趣味などによる小グループができる、社会貢献活動な

どを通じて、仲間づくりや生きがいが見つけられる
◆��今まで付き合いのなかった方と出会う機会が増え、自分も少

し成長できると感じる

令和 7 年度 単位老人クラブ新任会長研修会
◆ 9月17日（水）・19日（金）
◆ ウェルとばた多目的ホール
◆ 参加人数　9月17日 40名／9月19日 31名

九州ブロック老人クラブリーダー研修会
◆ 11月27日（木）～28日（金）
◆ 沖縄県那覇市　パシフィックホテル沖縄
◆ 参加人数　12名

澤井克史氏澤井克史氏
（門司区）（門司区）

　九州各県から総勢 250 名が集まり開催された今年度の研修
会では、本市を含む 4 つの指定都市・県による事例発表が行わ
れました。
　本市からは、門司区老人クラブ連合会副会長で藤松校区会長
の澤井克史さんが「補助金の活用による仲間づくりの推進」と
題し、校区の活動について発表しました。

◎発表の主な内容
◆�藤松校区では、市や社会福祉協議会の補助金を仲間づくりの

ために有効活用している
◆�市の補助金は、毎月会員に配付している「藤松老連だより」

の発行や、校区名のロゴを入れたお揃いのジャンパーの作成、
ひな祭りの開催などの一部に充てている

◆�会員のニーズを聞き取って、「元気なときの自分の姿を残し
ておきたい」との思いから、写真撮影会の実施や、高齢など
の理由により、年末年始の買い出しが難しい会員のために、
正月用の食材を購入、配付している

◆�社会福祉協議会の補助金を活用し、健康マージャンやグラウ
ンド・ゴルフを取り入れたサロンを立ち上げた。最初は参加
人数が少なかったが、口コミで徐々に増えていった

◆�新型コロナウイルス拡大の影響により会員が減少した時期も
あったが、役員間で協力し、地道に一軒一軒を訪問して、老
人クラブについて丁寧に説明してまわった。結果、校区全体
で昨年度から 17 名の会員増につながった

　発表後は、質疑応答で活発な意見交換が行われ、2 日間を通
して有意義な研修となりました。
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輝く人 輝く人 〜素敵な高齢期を〜 小倉北区編〜素敵な高齢期を〜 小倉北区編

清
水
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

む
す
び
会　

山
本　

則
明
さ
ん
（
90
）

地
域
を
導
く
頼
れ
る
師
匠

地
域
を
導
く
頼
れ
る
師
匠

　

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
美
化

活
動
や
花
壇
づ
く
り
に
力
を

注
ぎ
、
小
学
校
の
花
壇
の
一

部
を
借
り
て
、
子
ど
も
た
ち

と
野
菜
づ
く
り
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。
野
菜
を
植
え

る
と
こ
ろ
か
ら
収
穫
ま
で
を

一
緒
に
体
験
す
る
た
め
、
大

変
好
評
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

正
月
に
は
門
松
づ
く
り
を
小

学
生
と
一
か
ら
行
う
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
貴
重
な
学
び

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
い
わ
く
「
ス
ポ
ー
ツ

大
好
き
人
間
」
で
、
新
し
い

こ
と
に
も
積
極
的
に
挑
戦

し
、
面
白
い
こ
と
が
あ
れ
ば

す
ぐ
に
飛
び
込
ん
で
い
く
性

格
と
の
こ
と
。
デ
ィ
ス
コ
ン

大
会
で
優
勝
し
た
経
験
も
あ

り
、
そ
の
行
動
力
と
情
熱
は

周
囲
を
驚
か
せ
て
い
ま
す
。

　

今
年
90
歳
に
な
る
山
本
さ

ん
が
大
切
に
し
て
い
る
言
葉

は
「
僕
が
や
ら
な
き
ゃ
だ
め

だ
！
僕
が
や
る
ん
だ
!!
」

　

地
域
の
方
か
ら
“
師
匠
”

と
呼
ば
れ
、
慕
わ
れ
て
い
る

山
本
さ
ん
。
い
く
つ
に
な
っ

て
も
好
き
な
こ
と
に
ま
っ
す

ぐ
に
向
き
合
い
、
多
く
の
方

か
ら
尊
敬
さ
れ
る
“
師
匠
”

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
輝
き
続
け
て
く
だ
さ
い
。

北九州市立消費生活センターからの北九州市立消費生活センターからの
お知らせお知らせ

　業者が自宅に訪問したり、電話をかけて「無料で点
検する」と持ち掛け、「機器が壊れている」「買い替
えが必要」などと不安をあおり、高額な機器の契約
を迫る「点検商法」に関する相談が寄せられています。

≪アドバイス≫
・�電話や訪問で点検を持ち掛ける業者には、安易

に点検させない。

・その場では契約せず、十分に比較・検討する。

・契約してもクーリングオフできる場合がある。

不安な時や困ったときは、消費
生活センターへご相談ください。

※通話料はすべて有料です

消費生活ホットライン（局番なし）☎188…地域の消費生活センターへつながります。
北九州市立消費生活センター ( ウェルとばた 7 Ｆ )� ☎ 861 － 0999
小倉北相談窓口（小倉北区役所西棟 1 Ｆ）�  ☎ 582 － 4500
小倉南相談窓口（小倉南区役所 3 Ｆ）� ☎ 951 － 3610
八幡西相談窓口（八幡西区役所コムシティ 4 Ｆ）� ☎ 641 － 9782

相談は無料です！



　

八
幡
東
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
主
催
し
、
平
野
市
民
セ
ン
タ
ー
で

ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

ル
ー
ル
説
明
の
あ
と
、
い
ざ
ゲ
ー

ム
ス
タ
ー
ト
。
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル

は
、
目
標
球
に
向
か
っ
て
チ
ー
ム
そ

れ
ぞ
れ
が
ボ
ー
ル
を
投
げ
合
い
、
よ

り
近
い
ボ
ー
ル
で
得
点
を
競
い
ま

す
。
ゲ
ー
ム
が
進
む
に
つ
れ
、
味
方

の
ボ
ー
ル
を
押
し
た
り
、
相
手
の

ボ
ー
ル
を
弾
き
飛
ば
し
て
、
味
方
の

ボ
ー
ル
を
近
づ
け
た
り
、
自
分
の

ボ
ー
ル
を
目
標
球
に
当
て
て
、
目
標

球
を
有
利
な
位
置
に
移
動
さ
せ
た

り
、
戦
術
も
巧
み
に
な
っ
て
い
き
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ル
ー
ル
が
分

か
り
や
す
い
の
で
楽
し
め
た
」「
今

日
は
お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
参
加
し

た
。
知
ら
な
い
方
と
も
仲
良
く
な

り
、
次
回
ま
た
一
緒
に
参
加
し
た

い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
は
、
①

運
動 

②
食
事
（
お
口
と
歯
の
健
康
） 

③
社
会
参
加
（
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
）
が
大
事
と
い

わ
れ
て
お
り
、
特

に
、
③
社
会
参
加

は
予
防
の
観
点
か

ら
肝
心
な
事
柄
で

す
。
今
後
も
多
様

な
取
り
組
み
で
、

地
域
の
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
き
ま

す
。

八
幡
東
区

ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル

　室内競技。別名「室内ペタンク」とも呼ばれる。ルール
は、ボッチャと似ていて、サークルの中に立って目標球に
向かって 2 チームがそれぞれ赤と青のボールを投げ合い、
より近づけることで得点を競うゲーム。

ニチレクボールって何？

・室内競技で、天候に左右されない
・強い力は必要ないため、女性でも簡単に参加できる
・ボッチャを知っていれば、ルールが似ていて覚えやすい
・特殊な柔らかいボールなので、講堂や会議室などの床を傷めることがない

ニチレクボールの
ここが推しポイント

でで

会
員
会
員
をを
増増
や
そ
う
！

や
そ
う
！

　

各
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
日
ご
ろ
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
会
員
を
増
や
す
に
は
、
充
実
し
た
活
動
に
つ
な
が

る
魅
力
づ
く
り
が
大
き
な
鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
が
、
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
導
入
で
す
。

　
「
初
め
て
の
楽
し
さ
」
に
ふ
れ
ら
れ
る
機
会
が
参
加
意
欲
を
高
め
、

交
流
の
場
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
ま
す
。



　

戸
畑
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
年
間
を
通
じ
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
取
り
入
れ
、
会
員
の
健
康
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
以
前
は
、

デ
ィ
ス
コ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
会
員
間
で
あ
る
程
度
浸
透
し
、

他
の
競
技
も
楽
し
み
た
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
た
め
、
今
回
は
囲
碁
ボ
ー

ル
に
決
定
。
区
内
の
地
区
老
連
の
健

康
講
座
で
実
施
し
た
際
、
参
加
者
か

ら
人
気
だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
人
数
に

関
係
な
く
楽
し
め
る
こ
と
も
あ
り
採

用
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
初
め
て
の
参
加
で
も

楽
し
め
た
」「
頭
を
使
う
良
い
ス
ポ
ー

ツ
で
、
遊
び
の
つ
も
り
が
本
気
に

な
っ
た
」「
次
は
、
会
員
で
な
い
友

だ
ち
も
ぜ
ひ
誘
っ
て
み
た
い
」
な
ど

の
声
が
上
が
り
、
好
評
で
し
た
。

戸 

畑 

区

囲
碁
ボ
ー
ル

　原則的には室内競技。1992 年に兵庫県丹波市で町おこ
しの一環として、地域にまつわる故事「碁掛けの勝負」に
ちなんで誕生した。碁盤の上に碁石を 5 つ連続して並べる

「五目並べ」とゲートボールを組み合わせた競技。白と黒の
ボールを打ち、マット上の 49 個の目（穴）を取り合う。

囲碁ボールって何？

　

現
在
は
、
区
内
の
6
地
区
老
連
が

囲
碁
ボ
ー
ル
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
区
老
連
が
実
施
す
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
と

し
た
様
々
な
事
業
を
通
じ
て
、

地
域
の
高
齢
者
に
自
身
の
健
康

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
継
続
的
に
健
康
づ
く
り
の

意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
健
康

づ
く
り
を
入
口
に
一
緒
に
取
り

組
む
仲
間
を
増
や
し
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

・�身体能力の高さが求められず、子どもから
高齢者まで、年齢、性別を問わず、誰でも
簡単に楽しめる

・�初心者でも楽しめるが、五目並べの要素を
加味した奥の深い競技でもある

・�短時間で実施可能で、自動車１台分のス
ペースがあれば良いため、時間も場所もコ
ンパクトに競技ができる

囲碁ボールの
ここが推しポイント

ニュースポーツとは

　20 世紀後半以降に新しく考案されたス
ポーツの総称。年齢や体力に関わらず、誰
もが楽しめるようにルールや道具が工夫さ
れており、子どもから高齢者までを対象に

「だれもが、いつでも、どこでも、いつまで
も、気軽に自由に楽し
める」スポーツ。
　ニュースポーツのひ
とつで、目標球に自分
の球を近づける「ボッ
チャ」は、パラリンピッ
ク正式種目です。



生きがいと創造の事業
会員の健康と笑顔につながっています

　この事業は、高齢者の孤立防止や閉じこもり予防を目
的に、校 ( 地 ) 区老連が主体となって、友愛訪問をはじめ、
ふれあい交流会や施設訪問、文化伝承活動などを通じて、
一人暮らし等の高齢者を見守る支え合いの活動です。
　今年度は、90 校 ( 地 ) 区、571 クラブが、事業の一
部に補助金を活用して取り組みを進めています。今号で
は、守恒校区老人クラブ連合会の活動をご紹介します。

　

私
た
ち
守
恒
校
区
で
は
、
校
区
の
全

12
ク
ラ
ブ
が
生
き
が
い
と
創
造
の
事
業

に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
過
去
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
き
た
か
ご
紹
介

し
ま
す
。

【
友
愛
部
門
】　

友
愛
訪
問
活
動
（
班
長
、
係
を
決
め
て

実
施
。
訪
問
員
約
40
名
）、
年
長
者
の

料
理
教
室
（
対
象
者
は
主
に
高
齢
者
、

独
居
者
）

【
文
化
系
部
門
】

み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、

手
作
り
の
作
品
づ
く
り
（
毛
糸
の
ス

リ
ッ
パ
、
籠
、
お
手
玉
、
古
布
の
壁
飾

り
、
毛
糸
の
ネ
コ
な
ど
）、
5
歳
若
返

る
音
楽
会
「
ピ
ア
ノ
で
歌
を
」、
書
道

教
室
な
ど

【
運
動
系
部
門
】

疲
れ
を
癒
や
す
体

操
教
室
、
体
力
測

定
会
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
（
今
年
で
開
催

24
年
目
を
迎
え
る

校
区
の
恒
例
行
事

で
、
年
に
5
回
開

催
し
、
今
回
で
１
１
９
回
目
を
迎
え

る
）、ペ
タ
ン
ク
大
会
（
年
1
回
）、バ
ッ

ゴ
ー
大
会
、
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
、
新
緑
お

よ
び
紅
葉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
道
中
、
お

寺
の
住
職
の
お
説
教
を
聞
く
）

【
昔
遊
び
部
門
】　

地
域
の
守
恒
ま
つ
り
で
、
伝
承
遊
び
の

メ
ン
コ
、
お
手
玉
、
ヨ
ー
ヨ
ー
、
こ
ま

回
し
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ

に
楽
し
ん
で
い
る

【
生
活
部
門
】

医
者
に
よ
る
講
演
会
、
葉
山
中
央
公
園

の
花
壇
作
り
・
花
植
え
、
交
通
安
全
指

導
、
研
修
会
、
敬
老
会
、
花
見
な
ど

　
　
　
　
　
　

◆

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
実
施
、
参
加
す
る

に
は
、
健
康
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
講
演
会
や
長
寿

の
方
か
ら
の
お
話
を
聞
い
て
「
長
寿
の

秘
訣
に
三
つ
の
共
通
点
」
が
あ
る
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
長
寿
の
方
は
、
皆
さ
ん

よ
く
食
べ
て
い
る
こ
と
で
す
。
老
人
に

は
、
た
ん
ぱ
く
質
が
必
要
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
様
々
な
種
類
の
食
べ
物

を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
食
欲

が
あ
る
こ
と
が
重
要
な
要
素
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
自
分
自
身
の
向
上
の
た

め
に
、
何
か
一
つ
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

や
、
散
歩
を
日
課
に
し
て
い
る
、
カ
ラ

オ
ケ
で
声
を
出
し
て
い
る
、
趣
味
や
特

技
を
活
か
し
て
い
る
な
ど
、
自
分
自
身

の
向
上
に
努
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
社
会
的
関
わ
り
を
持
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
お

世
話
、
町
内
会
の
係
、
近
所
の
見
回
り

と
世
話
役
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
公
園
の

清
掃
活
動
、
孫
の
世
話
な
ど
、
自
分
に

少
し
責
任
の
あ
る
生
活
を
送
り
、
ま
わ

り
に
気
を
配
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　

◆

　

こ
れ
ら
三
つ
を
実
現
で
き
る
の
が
、

生
き
が
い
と
創
造
の
事
業
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
年

長
者
が
元
気
に
な
る
と
、
各
家
庭
が
元

気
に
な
る
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
町
内
会

や
校
区
が
活
発
に
な
る
、
と
い
う
良
い

サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
、
社
会
全
体
が
明

る
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

高
齢
者
が
家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
に
社
会

と
積
極
的
に
関
わ
り
、
自
分
の
居
場
所

を
見
つ
け
、
生
き
が
い
を
感
じ
、
生
き

生
き
と
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。
校
区
全
体
が
活
気
あ
る
生
活
を

し
、「
長
寿
の
校
区　

守
恒
」
に
な
る

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。 

「
生
き
生
き
と
し
た
生
活
」
で

�

長
寿
校
区
を
目
指
す

【校区老連の概要】
クラブ数
12クラブ

（うち本事業実施
12クラブ）
会員数　496名
　　男性  200名
  　　女性  296名
平均年齢82.4歳

ク

会

年

小
倉
南
区　

守
恒
校
区　

永
田　

武
司



私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　市老連からは、北九州市選手団団長として、中
嶋睦夫副会長（若松区）、選手として、以下の皆
さんが参加しました。� （敬称略）

【ペタンク】　鷹見台悠遊会第４B（八幡西区）
門司　征士、山下　博、宮﨑　一男、宮﨑　清美

【将　　棋】　レッツゴー勝梨
村上　勝司（八幡西区）、南　　洋（小倉南区）

第 37 回全国健康福祉祭 ぎふ大会
【10 月 18 日（土）～ 21日（火）岐阜県内各所】

将棋部門の個人戦で
準優勝に輝きました。
おめでとうございます！

村上　勝司さん村上　勝司さん

■最高齢者賞
【男性】原野　千代次さん  93 歳（若松区）
【女性】池邊　芙美子さん  88 歳（戸畑区）

大 会 結 果
順　位 氏　名 区
優　勝 石橋 　邦弘 八幡西
準優勝 太田 四男美 小倉北
第３位 村島 　　修 八幡西

（敬称略）

　 当 日 は、112 名 の 各 区 代 表 選 手 が 参

加 し、 日 ご ろ 培 っ て き た 技 を 競 い 合 い

ま し た。 試 合 は、 ホ ー ル イ ン ワ ン に 歓

喜 す る 姿、 惜 し く も 外 し て 悔 し が る 姿

な ど が あ ち こ ち で 見 ら れ、 大 い に 盛 り

上がりました。

　初めて顔を合わせたメンバー同士も、

プレーを重ねるうちに自然と会話が生

ま れ、 気 が つ け ば す っ か り チ ー ム の よ

う な 一 体 感 に。 ス ポ ー ツ の 楽 し さ と 人

とのつながりを改めて感じられる一日

となりました。

集う楽しさ、プレーの喜び集う楽しさ、プレーの喜び

第33回 市老連グラウンド・ゴルフ大会 10月22日（水）　穴生ドーム



私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

門
司
区
　
大
里
南
　
篠
塚
　
　
久

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を

�

目
指
し
ま
し
ょ
う
!! 活

動

活
動

　

大
里
南
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
、
講
座
や
昼
食
会
、
日

帰
り
研
修
旅
行
、
友
愛
訪
問
な
ど

様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
サ
ロ
ン
の
開
催
や

花
壇
づ
く
り
、
公
園
な
ど
の
清

掃
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど

の
活
動
を
一
年
を
通
し
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
方

で
、
60
代
、
70
代
の
入
会
が
少
な

く
、
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
会

員
数
の
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
も
っ
と

老
人
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
今
年
7
月
か
ら
月
2
回
、

市
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
脳
ト

レ
の
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
操
を
始

め
ま
し
た
。
指
導
は
、
単
位
ク

ラ
ブ
の
会
長
で
、
真
美
健
康
体

操
講
師
の
粟
村
先
生
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
ひ
ま
わ
り
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
に
な
り
ま

し
ょ
う
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
会
員
だ
け
で
な
く
、
60
歳
以
上

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
Ｏ

Ｋ
で
す
。

　

募
集
に
あ
た
っ
て
は
、
チ
ラ
シ

を
作
り
、
地
域
全
体
に
回
覧
を
し

て
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
お
か

げ
で
毎
回
30
名
以
上
の
参
加
が

あ
る
人
気
の
サ
ー
ク
ル
な
ん
で

す
よ
。
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く

り
を
大
切
に
、
大
南
老
連
の
8
ク

ラ
ブ
が
一
丸
と
な
っ
て
元
気
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
回
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

「
楽
し
か
っ
た
～
。
ま
た
ね
！
」

「
木
曜
日
が
楽
し
み
！
」
と
笑
顔

で
帰
っ
て
行
か
れ
、
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
会
員
で
な
い
方

は
、
ま
ず
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
入
会
に
つ
な
が
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
世
代
が
、
生
き
が
い
や

目
標
を
持
ち
な
が
ら
、
生
き
生
き

と
自
分
ら
し
く
人
生
を
送
る
こ

と
が
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
り
、
ま
た
、「
今
日
行
く
場
所
」

が
あ
れ
ば
心
身
の
健
康
に
つ
な

が
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
こ
れ

か
ら
も
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元

気
な
高
齢
者
を
目
指
し
た
活
動

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
老
人
ク
ラ

ブ
を
盛
り
上
げ
、
み
ん
な
で
大
い

に
語
ら
い
笑
い
、
元
気
な
１
０
０

歳
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

レクリエーション体操でレクリエーション体操で
みんなで健康長寿にみんなで健康長寿に
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鈴
虫
の

　

鈴
虫
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え
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く
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寂
し
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深

劫
余
焦
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翠
煙
深　
　
　
　

劫劫こ
う
よ

こ
う
よ余余
のの
焦焦し
ょ
う
ど

し
ょ
う
ど土土
翠翠す
い
す
い

煙煙え
ん
ふ
か

え
ん
ふ
か深深
しし

煎
迫
十
年
猶
夢
尋　
　

煎
迫
十
年
猶
夢
尋　
　

煎煎せ
ん
せ
ん

迫迫ぱ
く
ぱ
く

十十じ
ゅ
う
ね
ん

じ
ゅ
う
ね
ん年年
猶猶な
お
ゆ
め

な
お
ゆ
め夢夢
をを
尋尋た
ず
た
ず

ぬぬ
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し
ょ
う

し
ょ
う

鶴鶴か
く
か
く

童童ど
う
ど
う

懐懐か
い
か
い

舊舊
き
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き
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う

節節せ
つ
せ
つ

思思お
も
お
も

うう

千
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祈
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越
雲
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千
翎
祈
願
越
雲
間　
　

千千せ
ん
せ
ん

翎翎れ
い
れ
い

祈祈せ
つ
が
ん

せ
つ
が
ん願願
雲雲う
ん
か
ん

う
ん
か
ん間間
をを
越越ここ
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の
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々
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前
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暮
ら
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と
の
日
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意
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来
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け
る
意

��

八
幡
西　

永
犬
丸　

小
倉　

康
弘

八
幡
西　

永
犬
丸　

小
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市老連では、随時、賛助会員を募集しています。老人クラブの活動にご賛同
いただける方ならどなたでもご加入いただけます。「入会申込書」は、ホーム
ページからダウンロードできます。今後とも、老人クラブ活動へのご理解と
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

◎個人会員（年会費） １口　10,000円
◎団体会員（年会費） １口　10,000円

　老人クラブ活動の趣旨にご賛同いただき、ご加入いただいた賛助会員の皆様です。
　賛助会員様の温かいご支援、ご協力に厚くお礼申し上げます。いただいた賛助会費
　は、明るい長寿社会と地域福祉の向上のため大切に活用させていただきます。（順不同、敬称略）

賛助会員様のご紹介

【お問合わせ】市老連事務局　TEL（093）871−2910

株式会社 花の海

今後とも、老人クラブ活動へのご理解とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

株式会社 若港



この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております。

私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

原稿募集 　会員の皆様からの投稿を募集します。連絡先を明記の上、市老連へ直接送付いただくか、各区老人クラブ連
合会を通じて応募ください。なお、紙面の都合で掲載できない場合がありますのでご了承下さい。

【募集内容】短歌、俳句、川柳、随筆　※掲載は、1 部門につきおひとり 1 作品とさせていただきます。

　このたびは「市老連だより」の発行にあたりまして、多くの企業等の
皆様に広告の掲載をいただき誠にありがとうございました。
　本紙は、会員が住み慣れた地域で、いつまでも幸せな生活を送れるよ
うに願って発行しております。
　これからも末長きご厚誼、ご支援を賜りますようお願い申しあげます。
� 一般社団法人　北九州市老人クラブ連合会

〒 757-0012
山口県山陽小野田市埴生3392
☎ 0836-79-0130

北九州から車で約30分。
皆様のお越しをお待ちし
ております。

季節体験農場 季節体験農場 花の海花の海
花の海でイチゴ狩り！

　イチゴハウスの面積はサッカーコート約 3 面分。
広～いハウスでおいしいイチゴが時間無制限で食べ
放題。
　場内にはレストランやカフェ、農産物の直売所、動
物ふれあい広場も併設。一日ゆっくりと楽しめます。

【賛助会員】【賛助会員】

赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金
ご協力ありがとうございました！ご協力ありがとうございました！
　各区老連の活動には、各区で集められた
共同募金の配分金が使われています。
　今後とも共同募金運動への理解を深め、
ご支援ご協力をお願いします。

意志あるお金、募金のチカラ。

ホームページからもお申込みできます！ホームページからもお申込みできます！

検 索北九州市老人クラブ連合会

門　司　区  ☎ 322-1885　門司区清滝3-5-5　門司区役所別館2階
�
小倉北区  ☎ 967-1385　小倉北区大手町1-1　小倉北区役所 東棟5階
小倉南区  ☎ 931-1941　小倉南区若園5-1-2　小倉南区役所3階
若　松　区  ☎ 761-7072　若松区浜町1-1-1　若松区役所2階
八幡東区  ☎ 671-6188　八幡東区中央1-2-4　八幡東区役所 東別館
八幡西区  ☎ 642-1645　八幡西区黒崎3-15-3　八幡西区役所6階
　
戸　畑　区  ☎872-7468　戸畑区千防1-1-1　戸畑区役所3階

【各区のお問合わせ先】

入会を希望される方は、市老連またはお住まいの区の
老人クラブ連合会事務局に、お申し込みください。

老人クラブ入会申込書老人クラブ入会申込書

氏　名
男・女

住　所
年齢　　　

　　　　　

　　　歳電話番号

区

会 員 募 集会 員 募 集 老人クラブに入りませんか？老人クラブに入りませんか？
入会は いつでも！ 誰でも！

令和 8 年（2026 年）1 月発行　北九州市老連だより　第 71 号〈1 版〉（12）

スポンサーへのお礼 1 版（門司・小倉北・小倉南区版）


